
政

令

平成年月日 水曜日 第号官 報

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
六
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
百
八
十
三
号

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
四
十
四
号
）
及
び
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び

に
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

目
次第

一
章

法
務
省
関
係
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

内
閣
官
房
関
係
（
第
三
条
）

第
三
章

内
閣
府
関
係

第
一
節

本
府
関
係
（
第
四
条
・
第
五
条
）

第
二
節

金
融
庁
関
係
（
第
六
条

第
十
条
）

第
四
章

総
務
省
関
係
（
第
十
一
条
・
第
十
二
条
）

第
五
章

財
務
省
関
係
（
第
十
三
条

第
二
十
条
）

第
六
章

文
部
科
学
省
関
係
（
第
二
十
一
条
・
第
二
十
二
条
）

第
七
章

農
林
水
産
省
関
係
（
第
二
十
三
条

第
二
十
五
条
）

第
八
章

経
済
産
業
省
関
係
（
第
二
十
六
条

第
二
十
八
条
）

第
九
章

国
土
交
通
省
関
係
（
第
二
十
九
条

第
三
十
五
条
）

附
則

第
一
章

法
務
省
関
係

（
公
証
人
手
数
料
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

公
証
人
手
数
料
令
（
平
成
五
年
政
令
第
二
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
商
工
業
の
見
習
を
目
的
と
し
な
い
」
を
削
る
。

（
不
動
産
登
記
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

不
動
産
登
記
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
六
十
四
の
項
申
請
情
報
欄
中
「
代
金
」
の
下
に「（
民
法
第
五
百
七
十
九
条
の
別
段
の
合
意
を
し
た
場
合
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
合
意
に
よ
り
定
め
た
金
額
）」を
加
え
る
。

第
二
章

内
閣
官
房
関
係

（
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

独
立
行
政
法
人
郵
便
貯
金
・
簡
易
生
命
保
険
管
理
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
二
百
三
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
指
名
金
銭
債
権
」
を
「
金
銭
債
権
（
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第

三
編
第
一
章
第
七
節
第
一
款
に
規
定
す
る
指
図
証
券
、
同
節
第
二
款
に
規
定
す
る
記
名
式
所
持
人
払
証
券
、
同
節
第

三
款
に
規
定
す
る
そ
の
他
の
記
名
証
券
及
び
同
節
第
四
款
に
規
定
す
る
無
記
名
証
券
に
係
る
債
権
並
び
に
電
子
記
録

債
権
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
子
記
録
債
権
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同

じ
。）」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
指
名
金
銭
債
権
」
を
「
金
銭
債
権
」
に
改
め
る
。

第
三
章

内
閣
府
関
係

第
一
節

本
府
関
係

（
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
二
百
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
償
還
請
求
権
は
、」の
下
に
「
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
」
を
加
え
、
同
条

第
二
項
中
「
請
求
権
は
、」の
下
に
「
こ
れ
ら
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
」
を
加
え
る
。

（
公
共
施
設
等
運
営
権
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

公
共
施
設
等
運
営
権
登
録
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
三
百
五
十
六
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
七
条
中
「
代
金
」
の
下
に「（
民
法
第
五
百
七
十
九
条
の
別
段
の
合
意
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
合

意
に
よ
り
定
め
た
金
額
）」を
加
え
る
。

第
二
節

金
融
庁
関
係

（
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
中
「
、
指
名
債
権
で
な
い
」
を
「
あ
つ
て
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
編

第
一
章
第
七
節
第
一
款
に
規
定
す
る
指
図
証
券
、
同
節
第
二
款
に
規
定
す
る
記
名
式
所
持
人
払
証
券
、
同
節
第
三
款

に
規
定
す
る
そ
の
他
の
記
名
証
券
又
は
同
節
第
四
款
に
規
定
す
る
無
記
名
証
券
に
係
る
債
権
で
あ
る
」
に
改
め
、
同

条
第
二
号
中
「
指
名
債
権
で
な
い
」
を
「
前
号
に
規
定
す
る
債
権
で
あ
る
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
三
の
三
第
四
号
中「（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）」を
削
る
。

（
預
金
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

預
金
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
中
「
第
百
三
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
百
三
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
保
険
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

保
険
業
法
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
四
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
四
を
削
り
、
第
四
条
の
五
を
第
四
条
の
四
と
し
、
第
四
条
の
六
か
ら
第
四
条
の
十
一
ま
で
を
一
条
ず
つ

繰
り
上
げ
る
。

（
預
金
保
険
機
構
債
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

預
金
保
険
機
構
債
令
（
平
成
十
年
政
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
償
還
請
求
権
は
、」の
下
に
「
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
」
を
加
え
、
同
条

第
二
項
中
「
請
求
権
は
、」の
下
に
「
こ
れ
ら
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
」
を
加
え
る
。

（
銀
行
等
の
株
式
等
の
保
有
の
制
限
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

銀
行
等
の
株
式
等
の
保
有
の
制
限
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
四
百
二
十
六
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
償
還
請
求
権
は
、」の
下
に
「
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
」
を
加
え
、
同

条
第
二
項
中
「
請
求
権
は
、」の
下
に
「
こ
れ
ら
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
」
を
加
え
る
。

第
四
章

総
務
省
関
係

（
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
地
方
公
務
員

等
共
済
組
合
法
及
び
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
よ
る
長
期
給
付
等
に
関
す
る
経
過
措
置
に

関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
地
方

公
務
員
等
共
済
組
合
法
及
び
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
に
よ
る
長
期
給
付
等
に
関
す
る
経
過

措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
三
百
四
十
七
号
。
次
条
に
お
い
て
「
平
成
二
十
七
年
地
共
済
経
過
措

置
政
令
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。




		2018-06-05T14:51:44+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




